
 

地域・企業共創による関係人口拡大モデル事業 

業務委託基本仕様書（企画提案用） 

 

１ 事業目的 

地域活力を持続的に創出するため、地域課題を有する農村地域と地域貢献、

新ビジネス開発、多様な働き方の推進などの面で地方に関心のある都市部企業

等を『地域課題（＝関わりしろ）』で繋ぎ、地域に行く側と地域に迎える側が

Win‐Win の関係性を築くモデルを構築し、関係人口の拡大・深化を図るもの。 

 

２ 委託期間 

契約締結の日から令和７年３月 31 日（月）まで 

 

３ 事業内容 

（1）『関わりしろ（地域課題等）』のブラッシュアップ 

① 県が選定した地域に対し、ヒアリング等を行い、地域課題等を掘り起

こし、地域住民の主体性向上、企業との関わり方の方向性、共に取り組

みたい企業イメージ等について共有を図ること。 

② ブラッシュアップにあたっては、地域の特性・魅力・強み/弱み・地域

資源等（アセット）を発掘し、地域課題（テーマ）と組み合わせるなど、

地域側、都市部企業等側、双方にメリットのあるよう工夫すること。 

 

【対象となる地域】 

別紙「支援対象地域一覧」参照 

 

（2）都市部企業等とのマッチング支援 

① ブラッシュアップした地域課題等を都市部企業等に提示し、地域と共

に課題解決に向けた取組みを実施する企業を発掘すること。 

② 地域に企業を呼び込むために、企業に対して地域で事業に取り組むメ

リットや期待等を効果的に訴求するためのノウハウやキャッチコピー等

の提案があれば企画提案書に記載すること。 

③ 本事業の趣旨、選定地域の概要、協働したい課題などを、本事業の趣

旨を十分理解できるようチラシ（都市部企業等向け）等を作成すること。 

④ 多様なマッチング候補先企業を発掘するため、さまざまな媒体を用い

て情報を発信すること。 

⑤ マッチング意向のある企業（従業員）に対し、地域との協働活動にかか

る機運向上を図ること。 

⑥ 地域課題と都市部企業等とのマッチング手法、その有用性について企

画提案書に記載すること。 



⑦ 事業終了後も取組みを持続するため、都市部企業等とのマッチングに

ついて、都市部企業等へのアプローチ方法や地域アドバイザー※のスキ

ルやノウハウ向上に関する取組みがあれば企画提案書に記載すること。 

⑧ 都市部企業等とのネットワークがあり、候補企業発掘に活用できる場

合は、企画提案書に記載すること。 

 

※ 地域アドバイザー 

地域アドバイザーとは、地域課題の抽出・磨き上げの段階から地域及び本事

業受託者との話合いに加わり、都市部企業等（以下「企業」という。）とのマ

ッチングから協働の実施に至るまで、事業が円滑に進むよう、地域に対しア

ドバイスを行うほか、地域の思いを企業側に代弁するなど、企業と地域の調

整役としての役割を持つ者。 

 

（3）地域とマッチング企業の協働の取組みへのフォローアップ 

① １地域に対し、１企業以上、現地での協働活動を実践（＝マッチング）

すること。滞在期間は２泊３日を原則とする。地域に入る回数・人数につ

いては理由を付して、企画提案書に記載すること。 

② 協働活動の実践にあたり、地域、マッチング企業、地域アドバイザー、

県との打ち合わせの場を調整するとともに、現地で円滑に活動できるよ

う支援すること。また、その後の取組状況についても遂行管理を行うこと。 

③ マッチング企業と地域が様々な取組で協働する機会を創出し、マッチ

ング企業との協働活動が地域に根付くことができるようフォローアップ

を行うこと。 

④ マッチング企業との対応で生じる課題を列挙し、そのために受託者が

行う対応（これまでの実績に基づくノウハウ・スキルなど）を企画提案書

に記載すること。 

  

（4）事業の PR・情報発信、成果報告会等 

① 本事業の取組にかかる情報発信及び見える化について、提案があれば

企画提案書に記載すること。 

② 次年度以降の地域選定及び地域アドバイザーにかかる提案があれば企

画提案書に記載すること。 

③ 都市部企業等の関心を高め、次年度以降に都市部企業等の発掘が加速

するための取組があれば企画提案書に記載すること。 

④ 成果報告会を開催し、関係者間で取組、成果、課題等の共有を図ること。 

 

（5）業務の実施体制 

① 業務全体を統括するためのプロジェクトマネージャーを置くこと。な

お、プレゼンテーションはプロジェクトマネージャーが行うこと。 

② プロジェクトマネージャーは、業務執行に必要な人員を確実に確保し、

配置すること。業務実施体制表を作成し、委託者へ提出すること。提案書



においては、県担当者との連絡調整の方法、打ち合わせの頻度等について

明記すること。 

③ プロジェクトマネージャーは、業務執行の進捗状況を常に把握し、定期

的に委託者へ書面で報告すること。必要に応じて、打ち合わせ（対面・Web

形式）を実施すること。 

 

（6）事業完了報告書の提出 

    本事業の実施内容及び成果、課題、要因分析を事業実績としてまとめ、

書面及び電子データで提出すること。 

 

４ 事業実施効果の測定等 

本事業に適する KGI・KPI を設定し、企画提案書に記載すること。 

 

５ 業務の再委託について 

（1） 業務の一部を第三者に再委託するときは、事前に県の承認を得なければ

ならない。ただし、総合的企画、業務遂行管理、発注者との連絡調整などの

中心的業務は再委託してはならない。 

（2） 受託者は、業務の一部を第三者に再委託した場合、再委託先に、本仕様

書に定める当該受託者の義務と同様の義務を負わせるとともに、再委託先の

行為及びその結果に対する全ての責任を負うものとする。 

 

６ 留意事項 

（1） 受注者は、善良なる管理者の注意をもって処理し、その事業目的を達成

するために効率的に運営すること。 

（2） 受注者は、労働基準法（昭和 22 年法律第 49 号）、最低賃金法（昭和 

34 年法律第 137 号）その他関係法令を遵守するとともに、個人情報の取

扱いを適正に行い、危機管理意識に基づく健全かつ安全な業務執行を図る

こと。 

（3） 委託料には、委託業務の実施に係る一切の費用を含むこととする。ただ

し、本事業の実施において委託者の旅費は除く。 

（4） 受注者は、この事業を実施するにあたって知り得た企業情報等について、

守秘義務を遵守するともに、事業対象者に対しても十分な説明を行うこと 

（5） 受注者は、事故や運営上の課題などが発生した場合には、速やかに県に

報告すること。 

（6） 受注者は、この事業に係る苦情等について、責任を持って対応するもの

とする。 

（7） 本事業の関係書類等を整備保管し、必要な書類の提出や実地検査等に際 

しては、協力すること。 

（8） 本事業に関する関係書類は事業終了後５年間保存すること。 



支援対象地域一覧 

 

 尾花沢市中刈地区 真室川町釜淵地区 鶴岡市温海地域 

人口（世帯数） 66 人（24 世帯） 520 人（219 世帯） 6,100 人（2,532 世帯） 

面積 0.47 ㎢ 14.20 ㎢ 255.4 ㎢ 

高齢化率 56％ 50.6％ 50％ 

主な産業 農業 農業、製材業 
農林水産業、製造業、建設

業、サービス業(観光業等) 

主要農作物 米、そば 米、大豆、山菜、リンゴ 米、山菜、そば、あつみかぶ 

活用したい地域資源 高橋の棚田、翁山 
伝統芸能（番楽、囃子）、

米、山菜、伝承野菜 等 

山、川、海 

マリンスポーツ、温泉、廃校 

主な地区イベント 
棚田の収穫祭、棚田グラウン

ドゴルフ、雪まつり  等 

釜淵祭（9/13） 

釜淵番楽伝承の舞（R6:7/29） 

各集落祭典(４～５月)、 

山戸能、戸沢歌舞伎、 

関川しな織まつり  等 

宿泊施設の有無 無 無 
有（湯温海、温海、五十川、

鼠ヶ関、小国、戸沢） 

 

別 紙 


